
万葉と足柄古道へ導く矢倉岳
　　　飲み(薬)友達、写真（レントゲン撮影）仲間が矢倉岳登山口に集合
）

　　新松田→矢倉沢バス停→矢倉岳（８７０ｍ）→足柄古道→地蔵堂バス停→新松田
　　矢倉岳までは通常の山登り、下って万葉公園、聖六堂、足柄古道、地蔵尊と歴史探訪

平成30年2月18日



足柄平野から見たお椀を伏せたような矢倉岳（左８７０ｍ）

駅はあっち矢倉岳はこっち標高200ｍ地点から登ります。

標高500ｍから残雪あり、温度も下がり、空気も元々ない存在もさらに薄くなります

　　　　　　　　標高５ｍの急登



カップ麺湯にウィンナー茹でる 塩むすびに味噌、醤油かけてキツネ色

　焼きおにぎりとカップ麺はランチのヨロ綱ヨロピク お笑い芸人も登場

西に富士を見る矢倉岳頂上、焼きおにぎりイ・ベント（弁当）会場



　　　足柄万葉公園太古の歌人の句碑がいくつも

　　　足柄之関 足柄が、生駒、浅草とで三大聖天堂

足柄古道は車道カーブのガードレールからの切れ目から、これが車道との切れ目

車道の脇道を上がる 　　　　　右上の道が足柄古道の終点



ふりかえれば矢倉岳 　　地蔵堂バス停から新松田駅へ

居酒屋:花の舞トイレで発見、先は浄土のはすの花

１０００ｍ以上の山にご無沙汰でも、標高７００ｍの終着は変わらぬ至福の時


